
令和6年3月1日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：全正規教員が毎日活用した。
３：８０％以上の正規教員が毎日活用した。

２：６０％以上の正規教員が毎日活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：毎回五教科すべて実施した。

３：８０％以上の実施率であった。

２：６０％以上の実施率であった。

１：６０％未満の実施率であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。
４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対応し
た。
３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：ボランティア活動を月1回以上実施した。

３：ボランティア活動を学期に1回以上実施した。

２：ボランティア活動を年1回以上実施した。

１：実施しなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：９０％以上行っている。

３：８０％以上行っている。

２：５０％以上行っている。

１：５０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上行った。

3：学期に2～3回行った。

2：学期1回以上行った。

1：実施できなかった。

Ｄ 0すべての教科で「主体的、対話的で深い学
び」に取り組み、「思考力」「コミュニケー
ション力」「判断力」を育成するためのＥＳＤ
を推進する。

4

12

・自己評価は適切だが、そもそもの目標値に無理があるのではないか。目標達成のために学校の現場に過度な負担
がかかってしまうことを懸念します。
・１月２９日の研究発表会では、立派な発表を拝見させていただきました。また、理科離れをよく耳にしますが、実験観
察の機会が豊富にあることは、生徒の学習意欲や関心が高まると思います。来年度も継続していただきたいです。
・各種アンケート結果からは、成果が見えにくいように思いますが、プラン１の目標である「コミュニケーション能力、情
報活用能力、ともに生きる力」の育成という面からは、教育研究推進校として、ＳＤＧｓとの関連を図ったカリキュラムの
取組や、特に、シビック・アクションとして「気候変動」「食品ロス」「平和」について、生徒が自らできることを考え、行動
する学習を通して、十分に目標に迫ることができていると思います。
・土曜青竹クラブに参加する生徒は真面目で熱心です。また、シビック・アクションへの取組を通して、自分が学んだ事
や自分の考えをアウトプットする力が身についていると思います。
・調査項目の「あいさつはきちんとしている」が96.5％、「学校行事に積極的に取り組んでいる」が91.3％と高い評価に
なっているのは良いと思います。また取組評価も３～４であり、とても良いと思います。
・研究発表会お疲れ様でした。終了後の先生方のホッとした姿を見て重圧だったのだろうと想像しました。
・シビック・アクションを通して、多くの人々へ自らの考えを広めようとする取組は、コミュニケーション能力を高めるため
に効果的だと感じました。これからもＳＤＧｓを考え、身近なことから自らの生活を工夫できることを願っています。
・外国語教育指導員の方の活用や「おおたのものづくり」を生かした体験活動、タブレットの活用、体育の「一校一取
組」運動などは、通常の授業に加えたプラスアルファの取組のように思うので、まだ十分に行われていない面があるの
かなと感じます。「新聞やテレビのニュースに関心がある」という調査項目で評価が低いとのことですが、社会の授業に
おけるニュースカードの取組などで関心をもつ生徒が増えているように思います。継続的な実践が必要かもしれませ
ん。
・次世代を担う若者の姿として、自分に関わらない事には興味が湧かない！広く世界の出来事に対して、一人一人が
関心を持てる様、今後の取組に期待します。
・生徒の発表活動、タブレットの活用力は確実に向上しており、自信を育むことができていると思います。成長を楽しん
でいただきたいです。
・生徒学校評価の16，18のポイントが高いのに対し、保護者学校評価の14，16の値が低く感じた。研究発表会での活
躍もあると思うが、コロナ禍よりも発表の機会が文化的行事も体育的行事も増えた中で、なぜこの違いが出たのかが
気になった。新聞やテレビのニュースの関心については、ＮＩＥの活動も取り入れていること、また世界のトピックスでは
講演会や授業に出てきた内容につながる話題は、さらに関心を高めてくれ、よい取組だと思う。
・８０％以上のものは成果を得られたと感じます。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
３：

Ｂ 2

２：

Ｃ 0

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、タ
ブレットを活用した授業を実施する。

3

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

3

　英検受検のための土曜青竹クラブ
は計画どおり実施した。理科の授業
ではICTを活用し、実験・観察の機
会を豊富にして関心意欲を高めた。
１月２９日に大田区教育研究推進校
として２年間の研究発表を行い、内
外に成果を広めることができた。
　関連する学校自己評価の成果指
標（昨年度84.8％）は86.3％で昨年
度より1.5ポイント上昇したが目標の
90％には届かなかった。調査項目
の中で「新聞やテレビのニュースな
どに関心がある」が79.5％（昨年度
75.0％）で昨年度より上昇している
が特に低く依然として課題である。

3

　「主体的・対話的で深い学び」を具
現化するエッセンシャルクエスチョン
や六中ルーブリックによる六中式指
導過程、SDGsカレンダーによるカリ
キュラムマネジメントの実践と研究
を推進した。
　関連する学校自己評価の成果指
標(昨年度96.0％）は83.1％となっ
た。今回は調査項目を加えている。
昨年度の調査項目では95.5％であ
り、目標に達している。加えた項目
の中で、保護者学校評価「学校の施
設・設備は整っている」が47.9％（昨
年度57.8％）で特に低い。

３：

２：

１：

4

4

4

4

4

４：

3

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。
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3
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外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

人と人、人と自然のつながりを体験させる
ために、ボランティア活動に対する生徒の
意欲を高めさせ、積極的に参加させる。

4

１：

・94.4％の保護者が六中に入学してよかったと感じていらっしゃることはすばらしいです。ＥＳＤ関連の行事やボランティ
ア活動等で他者と関わる機会が多く作られている事が、生徒の正義感や自己肯定感、有用感を高め、自他の生命を
尊重する心が育つのだと感じました。
・学校生活アンケートのプラン３に関わる肯定評価が、昨年度と比較して大幅な上昇がみられ、自己肯定感が向上して
いることが分かりました。ボランティア活動やシビック・アクションの取組の効果だと思います。
・生徒が関われるボランティア活動を考えることが、地域の方にも求められていると思います。
・取組評価が全項目で４に対し、成果評価も４となっていて良いと思います。
・この項目に関する取組評価、成果評価が共にオール４なのは、長年にわたるＥＳＤからＳＤＧｓの教育成果によるもの
と思います。素晴らしい。
・生徒学校評価から自己肯定感が高く、素晴らしいと思いました。
・道徳の講師の方をお招きした授業が行われていたり、学校生活調査の結果が適切に分析されていたり、六中の生徒
たちの様子について先生方が丁寧に見て下さっていることは評価できることだと思います。
・個々の力が発揮し、全体を盛り上がりに貢献と思います。
・道徳教育では講師の方による研修がとても良かった。今後も講師の指導による研修を続けて道徳の授業を充実させ
ていただきたく思います。ボランティア活動は長年にわたり取り組んであり、地域貢献に繋がっている。自然を大切に
想い、地域とのコミュニケーションを深めていただきたい。六中生の皆さん、地域の為の活動に感謝します。
・先生方の常日頃の生徒への規範意識に対するご指導に感謝したい。これだけ多種多様な家庭が増えているので、
生徒発信のきまりがうまく伝わるのは難しいのではないか？と思う。制服も毎年微妙に変わっている部分は、在校生
保護者には伝わりにくいのではないか？と感じた。現にネクタイを締めたくない生徒の親の話で、夏制服の服で行って
いる我が子に対して戸惑いの声も耳にした。制服を通してＴＰＯの学習にもつながると思うが、どこまでＯＫでどれだと
×かがわかるようにしてみてはどうか？と感じた。
・この結果を維持していければ未来への希望は明るい。

・コロナ禍で体を動かす機会が減少していたので基礎体力の向上が難しかったように思います。徐々に体力も向上す
ることでしょう。人生１００年時代です。生涯スポーツの意識を高めることは、よい取り組みだと思いました。
・生徒生活アンケートからは、早寝早起き朝ごはんが定着している生徒が増加していることが分かりました。食事・睡眠
とともに、運動は大事な要素であり、体育授業や部活動をはじめ、運動に親しみ、進んで体を動かす場が必要だと思い
ます。
・六中ＨＰの「今日の献立」の紹介文をいつも楽しく拝見させていただいています。これからもメニューを見るのを楽しみ
にしています。
・生徒生活アンケートの３項目は昨年度よりも高くなっているのは良いと思います。今後の改善策でも触れています
が、生徒評価の「学校の授業での取り組みで基礎体力が向上した」が低くなっている点が気になります。
・心技一体は健康の基本。最近は増々生徒たちの体格の向上に目を見張らせますが、生活習慣や心の生長と連動し
てこそ、得られるものが大きくなると思います。
・給食指導においてもＳＤＧｓの取組をされ、素晴らしいと思います。
・体育の授業と、筋肉や体幹を鍛えるためのトレーニング、基礎体力向上のためのトレーニングは別物というか、トレー
ニングを意識するのであれば授業の内容が異なるのではないかと推察します。六中では食育やフードロス削減を意識
した取り組みがあり、子供達の将来に大切な考え方だと思うので、引き続き、健康のすぐれた生徒を増やし、意識づけ
を行えるといいと思います。
・若者らしい勢いのある姿を希望する。
・免疫力を高める体づくり、健康教育はこれからの時代に必要ですので、体育科の先生方に期待しております。
・各家庭での食事の取組がわかる。ご家庭の協力に感謝する。コロナ禍を過ごしてきた生徒たちなので、運動習慣を
つけさせるのは大変だと思う。とは言え、早い子は高校に行くとほとんど体を動かす機会がなくなるので、ぜひ頑張っ
ていただけるとありがたい。
・食事と運動は健康の基本です。早くこの大切さに気付いてほしい。

・（学校の施設・設備については）単体の学校で改善できることではないので、区において整えるように努力していただ
きたい。
・生徒生活アンケートで学習が楽しいと回答した生徒が91.4％あることは、何よりもすばらしいです。先生方が日々熱心
にまた楽しくご指導された賜物です。また学校施設の老朽化は否めませんが、古い施設や設備も手直しして大切にで
きたらよいと感じました。
・生徒生活アンケートで「学習が楽しい」と回答した生徒が昨年度より特に増加がみられ、素晴らしいことだと思います。
研究発表会での「六中式単元指導過程」による指導の実践により、ねらいを明確にした授業づくりがされ、エッセンシャ
ルクエスチョンの工夫で生徒への問いかけが明確になっていました。
・答えが一つとは限らない課題に対し、自分の考えを持つトレーニングを生徒がしているのは素晴らしい取組だと思い
ます。
・昨年度の調査項目は目標に達しているのは良い点だと思います。
・ＳＤＧｓカレンダーの作成等、教職員の皆様の取組は大変素晴らしいと思います。学校施設・設備に関する評価の低
さが全体評価を下げてしまっているのがとても残念です。
・プラン５，６とも成果評価は４でもいいのではないですか。
・授業の様々な場面でＳＤＧｓに取り組まれていることがよくわかります。ＳＤＧｓカレンダーを参考にさせていただき、再
度小中の一貫性について考えたいと思います。
・エッセンシャルクエスチョンや六中ルーブリック、ＳＤＧｓカレンダーなど、子供達の学びを深め、よりよい授業のために
研究や実践が進められているのはとても評価できる点だと思います。保護者評価の「学校の施設、設備は整っている」
が特に低い点については、近隣の赤松小の建て替えもあり、比較すると今後ますます評価が低くなると考えますが設
備の問題なので改善は難しいと思います。
・教育環境を改善・向上させるため、先生方は日々忙しく取り組んでくださっていると思います。先生方の御努力に感謝
しております。運動会でもＳＤＧｓを取り入れ、お互いの努力を称え、クラスの絆が深まり、充実感を得ていることは良い
結果であり、評価します
・生徒学校評価の24番はインターネット環境も含まれているように思う。区教委は安定して全校で配信できる環境を整
えてほしい。冬に廊下が寒いのは、すきま風対策も必要かもしれない。保護者の方の「学校の施設…」に関しては、何
を言おうとしているかがわからない。古くてもキレイにしている所、新しい建物でもキタナイ所はあるので、古くてもキレ
イな学校であれば、もう少し評価が上がると思う。先生方も古くて大変なことも多いと思われますが、前向きにできるこ
とをご指導いただけると幸いです。
・学校の施設・設備は使い方で、いくらでも活用の方法はあると思います。

3

4

・「定期考査に向けて計画的に取り組んだ」という生徒が昨年度よりかなり増加したのは、考査前の補習や学校支援地
域本部による学習講座の実施があったからだと思います。また、読書をよくする生徒の割合が低いのは、忙しい日々
を送っているからだろうと推察します。心を落ち着かせるためにも朝読書の時間は大切にされたらよいと感じました。
・一人１台タブレットを積極的に活用して学習が行われ、情報活用能力の向上の様子が見られました。生徒学校評価
（１１）の肯定評価が向上しており、自ら進んで学習に取り組む態度が養われていると思います。
・読書の形が紙から電子媒体に移行しつつあり、実際の数字はもっと高いような気がします。
・昨年度の調査項目では今年度のポイントが上がっているのは良い点だと思います。調査項目を加えた評価が今後上
がっていくと良いと思います。
・紙媒体による情報収集力が大人も子供も減少している風潮は改めなくてはならないと思いますが、個人個人の意識
をどう向上させるかは難しい問題です。
・授業参観をさせていただき、生徒が意欲的に学ぶ姿に感心しております。
・数学のステップ学習チェックシートについては活用されているとは言い難く、形式的なものになっているように見えま
す（保護者の視点から）。定期考査前の補習など学習サポートの講座が学校内で行われていることは有難いです。生
徒アンケートの中で読書習慣が低いとのことですが、タブレットやスマホが当たり前の環境下で、家庭でも改善が難し
い点なのでよほど意識しないと変わらないと感じます。
・学校、家庭との連携強化を感じます。
・生徒の学校評価から、授業はわかりやすく、先生は勉強について丁寧に対応してくれることがわかりました。授業参
観では落ち着いて学習に取り組んでいる様子が見られました。学習補助員の補習は継続してお願いしたいです。
・生徒学習方法が多様化しているように感じる。読書は電子媒体を含めるともう少し上がってくるかもしれないと感じ
た。
・時間のない中、先生方の努力に感謝します。

　教室環境と授業規律を維持し、ＩＣ
Ｔを積極的に活用して個別最適な学
習を提供した。また、定期考査前の
補習や学校支援地域本部の学習講
座を実施した。
　関連する学校自己評価の成果指
標(昨年度90.6％）は80.4％となっ
た。今回は調査項目を加えている。
昨年度の調査項目では92.3％であ
り昨年度を1.7ポイント上回ってい
る。加えた項目の中で生徒生活アン
ケート「家や図書館で、普段読書を
している（朝読書の時間以外）」が
59.1％（昨年度51.5％）と特に低く課
題である。

10

4

Ａ

Ｂ

0

Ｃ

Ｄ
4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

体育の授業中において、筋肉・体幹等のト
レーニングを行う。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

4

3

4

4

4

4

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

4

3

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

全教職員でSDG'sカレンダーを検討し、授
業改善に取り組む。ＳＤＧｓを念頭においた
学校行事に取り組む。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

取組
評価

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3

2

3

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

基礎学力の定着を目指し、定期考査前に、
専任教員と学習補助員が協力して、国語・
社会・数学・理科・英語の五教科の補充授
業実施する。

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

駅前の花壇整備、まちなか点検、学校防
災訓練等の地域と連携した教育を実施す
る。

0

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

4

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

　学校支援地域本部との連携によ
り、防災教育や環境教育におけるボ
ランティア活動を中心に、感染症対
策を講じつつ地域との関わりを深
め、学校支援地域本部事業が企画
するボランティアへの参加を促した。
　関連する学校自己評価の成果指
標（昨年度82.7％）は83.5％で昨年
度より0.8ポイント上昇しているが目
標には届かなかった。調査項目の
中で生徒学校評価「私は、地域行事
やボランティアに積極的に参加して
いる」が67.7％（昨年度62.6％）と特
に低い。昨年度よりは5.1ポイント有
意に上昇している。引き続き啓発に
努めたい。

・学校支援地域本部と学校の連携がよくとれていると感じました。また生徒が「ボランティアに積極的に参加している」と
回答した割合が低いようですが、昨年度よりは上昇しています。友人同士で声を掛け合ってボランティアの輪が広がっ
ていけたらと思っています。
・シビック・アクションの活動で、地域とのつながりがより強いものになっていると感じます。
・保護者や保護者ＯＢによるボランティア活動（学校お助け隊）への参加者が大変多く、生徒たちも大人のボランティア
活動を各所で見ていると思います。幅広い世代の方が関わっていくボランティア活動を今後も途切れさせないよう応援
したいと思います。
・保護者学校評価項目の２２，２５については配布物が子供から保護者の手に渡らないため伝わっていない事も考えら
れます。コロナ禍で公開が難しかった行事などが参観できるようになり、その機会を学校が作ってくれているのは良い
点だと思います。
・地域教育連絡協議会においては、毎回とても丁寧に情報提供をしていただいていると思っています。今回の生徒・保
護者アンケートのまとめもとてもわかりやすく参考になりました。
・地域教育連絡協議会に参加させていただき、行事等を通し学校の様子や情報、生徒達の様子を知ることができ、とて
もよかったと思います。
・コミュニティスクールの移行に伴い、より強い責任感を求められていくと自覚しています。
・継続的に取り組まれているボランティア活動がすばらしいと思います。
・地域教育連絡協議会などによる学校公開、地域の方々と連携した学習やボランティア活動など、地域における六中
の情報発信や期待される役割を果たすことができていると感じます。地域行事やボランティア活動への生徒の参加に
ついてはコロナ禍で活動が自粛されたことも影響していると思います。また、土日の活動となると部活動と重なる生徒も
多いと思うので、ボランティアに参加しやすい雰囲気づくりも必要かと考えます。
・地域との関わり、活動の成果は大いに評価したい！六中生がんばれ！
・防災教育のまちなか点検はでは、自分達の住む地域を防災の視点で町会の住民と共にまわり、お互いに防災意識
を高めることが出来、情報を共有できている地域の中学生を応援していきたい。駅前花壇の整備では、寒い日、暑い
日でも一生懸命花壇をきれいにつくっている様子を見せていただきうれしく感動しています。花壇の前を通る時、六中
生の姿が思い浮かびます。
・学校の広報活動でホームページが活用され、更新も多く見応えがあり、よいと思う。生徒学校評価の「地域行事…」に
ついては、地域から生徒にどの位のことをボランティアでお願いしても良いかわからず、学校からの協力要請に対応す
ることが多い。今後は地域と学校と協働していくので、何ができる様になるか楽しみである。令和６年度よりＰＴＡの会員
もボランティア形式になるので、学校支援地域本部（６年度から地域学校協働本部）の学校お助け隊とのすみ分けをわ
かるようにしたい。

令和５年度　大田区立大森第六中学校　自己評価　報告書
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4

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

3

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

３：

２：

１：

目標に対する成果指標
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0
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0

3

0

0

　本校は昭和22年に開校し、私鉄の4駅に囲まれた交通至便な住宅街にあり、現在は１２学級、全校生徒４０２名の中学校である。敷地は風致地区内にあり、自然に溢れ、4月には校庭も一面桜の花で覆われる。平成31年度にオープンした勝海舟記念館とともに、隣接して区民の憩いの場である周囲
を15分ほどで歩ける
風光明媚な洗足池がある。生徒たちは毎週清掃活動や、この池にホタルを自生させる活動に取り組み、毎年その風情が地域の方から喜ばれている。また、落ち葉を集めて作ったミミズコンポスト、夏の陽射しをさえぎるゴーヤのグリーンカーテン、さらに近隣の大岡山駅の駅前花壇メンテナンス等も
行っている。教育目標
は○気品のある生徒の育成　○実力のある生徒の育成　○健康の優れた生徒の育成の３つを揚げている。教育活動は、２０１１年にユネスコスクールに加盟し､地域を「屋根のない学校」として捉え、地域の人としてをモットーに地域の中で､地域の人々と共に､地域のために、環境を保全する環境教育
や､災害に立ち向か
う場所としての防災教育を中心に､国際理解・交流教育、地域連携教育、人権・人命尊重・平和教育を行い、生徒の自己有用感、自己肯定感を育んでいる。自分の育った地域に愛着を持ち､郷土愛を育み、将来の日本、世界の様々な課題を考え解決して､心豊かに生きていく基盤となる教育実践を行

3

学校関係者記入欄
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1

大項目

３：

２：

４：

４：

３：

２：

１：

４：

B

　がん教育を始め健康教育を充実
し、免疫力を高め感染症に負けない
体づくりを推進するとともに、保健体
育科の男女共修により生涯スポーツ
の意識を高めた。
　関連する学校自己評価の成果指標
（昨年度81.3％）は81.9％で0.6ポイン
ト上昇したが目標値には達していな
い。調査項目の中で生徒学校評価
「学校の授業（体育）での取り組みで
基礎体力が向上した」が71.3％（昨年
度84.3％）と特に低く課題である。原
因を精査したい。

1

Ａ

0

9

Ｂ

　ESDに関わる様々な行事やボラン
ティア活動の体験プログラムを通し
て、他者と関わる機会を多く作り、事
後のレポートや作文等の振り返りを
実施した。また、昨年度から導入し
ているシビックアクションが奏功して
いる。
　関連する学校自己評価の成果指
標（昨年度90.3％）は92.9％と目標
値を達成している。調査項目の中で
保護者学校評価「学校の生活指導
の方針に共感できる」が83.1％（昨
年度85.8％）と最も低く課題である。
精査したい。

4

Ｃ

４：

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

Ｃ

Ａ

４：

Ｄ

３：

２：

１：

２：生徒学校評価（２２，２
３，２５）、生徒生活アン
ケート(２～４）、保護者学
校評価（２０）の平均が
60％以上

Ｄ

４：生徒学校評価(16，
18)、生徒生活アンケー
ト（１，１０，１２）、保護
者学校評価(１４，１６）
の平均が90％以上

３：生徒学校評価(16，
18)、生徒生活アンケー
ト（１，１０，１２）、保護
者学校評価(１４，１６）
の平均が80％以上

２：生徒学校評価(16，
18)、生徒生活アンケー
ト（１，１０，１２）、保護
者学校評価(１４，１６）
の平均が60％以上

１：生徒学校評価(16，
18)、生徒生活アンケー
ト（１，１０，１２）、保護
者学校評価(１４，１６）
の平均が60％未満

４：生徒授業自己評価
、生徒学校評価（９～
11）、生徒生活アン
ケート（７，8）、保護者
学校評価（7，9，11）の
平均が90％以上

３：生徒授業自己評価
、生徒学校評価（９～
11）、生徒生活アン
ケート（７，8）、保護者
学校評価（7，9，11）の
平均が80％以上

２：生徒授業自己評価
、生徒学校評価（９～
11）、生徒生活アン
ケート（７，8）、保護者
学校評価（7，9，11）の
平均が60％以上

１：生徒授業自己評価
、生徒学校評価（９～
11）、生徒生活アン
ケート（７，8）、保護者
学校評価（7，9，11）の
平均が60％未満

Ａ

４：生徒学校評価(１，３，
４，６～８),生徒生活アン
ケート(１１，１３～１９）、保
護者学校評価(１，３，４，
６，８)の平均が90％以上

３：生徒学校評価(１，３，
４，６～８),生徒生活アン
ケート(１１，１３～１９）、保
護者学校評価(１，３，４，
６，８)の平均が80％以上

２：生徒学校評価(１，３，
４，６～８),生徒生活アン
ケート(１１，１３～１９）、保
護者学校評価(１，３，４，
６，８)の平均が60％以上

１：生徒学校評価(１，３，
４，６～８),生徒生活アン
ケート(１１，１３～１９）、保
護者学校評価(１，３，４，
６，８)の平均が60％未満

４：生徒学校評価（２２，２
３，２５）、生徒生活アン
ケート(２～４）、保護者学
校評価（２０）の平均が
90％以上

３：生徒学校評価（２２，２
３，２５）、生徒生活アン
ケート(２～４）、保護者学
校評価（２０）の平均が
80％以上

３：生徒学校評価
（19）、生徒生活アン
ケート（５，６）、保護者
学校評価（１７，２２～２
５）の平均が80％以上

２：生徒学校評価
（19）、生徒生活アン
ケート（５，６）、保護者
学校評価（１７，２２～２
５）の平均が60％以上

１：生徒学校評価
（19）、生徒生活アン
ケート（５，６）、保護者
学校評価（１７，２２～２
５）の平均が60％未満

１：生徒学校評価（２２，２
３，２５）、生徒生活アン
ケート(２～４）、保護者学
校評価（２０）の平均が
60％未満

４：生徒による授業評価 、
生徒学校評価（２，５，１２
～１５，１７，２０，２１，２
４）、生徒生活アンケート
（９）、保護者学校評価
（２，５，１１～１３，１５，１
８，１９，２１）の平均が
90％以上
３：生徒による授業評価 、
生徒学校評価（２，５，１２
～１５，１７，２０，２１，２
４）、生徒生活アンケート
（９）、保護者学校評価
（２，５，１１～１３，１５，１
８，１９，２１）の平均が
80％以上
２：生徒による授業評価 、
生徒学校評価（２，５，１２
～１５，１７，２０，２１，２
４）、生徒生活アンケート
（９）、保護者学校評価
（２，５，１１～１３，１５，１
８，１９，２１）の平均が
60％以上
１：生徒による授業評価 、
生徒学校評価（２，５，１２
～１５，１７，２０，２１，２
４）、生徒生活アンケート
（９）、保護者学校評価
（２，５，１１～１３，１５，１
８，１９，２１）の平均が
60％未満
４：生徒学校評価
（19）、生徒生活アン
ケート（５，６）、保護者
学校評価（１７，２２～２
５）の平均が90％以上


